
１．交付金の交付状況

２．交付金の活用状況

事業数

6

9

1

14

2

32

　※各数値は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

※参考　交付金事業費及び交付金限度額の推移

事業種別 総事業費（千円） 交付金充当額（千円）

合計

交付限度額（千円）

9,477

132,810

28,880

29,160

200,327

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は、新型コロナウイルスの対策として、地方公共団体が地域の実情に応じて、き

め細やかに必要な事業を実施することができる交付金として、国において創設されました。本町では、令和４年度分の交付対象経費と

して、約２．０億円の交付決定を受けて、５つの分野で３２の事業を実施しました。詳細等について、下記及び別紙のとおり公表いたしま

す。

令和４年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　活用状況報告

　本町では、どのような分野に交付金を活用したのかをわかりやすく公表するために、以下の5つの分野に事業を分けて、整理していま
す。また、各事業について、どのような効果があったのかを検証するため、個別の事業について、次項以降で事業実績や成果を評価し
ています。

総事業費（千円）

区分

令和４年度第１次
（地方単独※令和３年度からの翌債承認分）

令和４年度第２次
（通常分・コロナ禍における原油価格・物価高騰対応分）

令和４年度第３次
（電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金分）

令和４年度第４次（通常※国庫補助事業分）

合計 240,665 240,665

3.地域活性化 16,162 16,162

4.庁舎等環境整備

※国庫補助事業の地方負担額の算定分のこと

年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

163,414 163,414

1.医療体制等の確保 7,501 7,501

2.経済対策及び生活支援 50,435

5.その他 3,153 3,153

50,435

275,667

156,526

200,327

交付実績額（千円）

258,257

108,507

200,327

医療体制

の確保

7,501(3.1%）

経済対策及び

生活支援

50,435(21.0%)

地域活性化

16,162（6.7%）

庁舎等環境

整備

163,414

（67.9%)

その他

3,153(1.3%)

総事業費の割合

275,667 

156,526 

200,327 

258,257 

108,507 

200,327 
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総事業費及び交付限度額の推移（単位：千円）

総事業費（千円） 交付実績額（千円）
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（単位：円）

国庫補助額
（Ｃ）

交付金充当
経費（Ｄ）

起債額
（Ｅ）

その他
（Ｆ）

240,665,300 240,665,300 53,203,158 186,229,142 0 1,233,000

1

物価高騰に伴
う介護事業所
等支援給付金
支給事業

1.医療体制等
の確保

①新型コロナウイルス感染症拡大及び物価高騰の影響を受けた
介護事業所等に給付金を支給し負担軽減を図る。
②燃料費高騰の影響を受けている町内介護事業所等に対し、補
助金を支出する事業費に充当
③2,300,000円
　　介護保険事業所（19施設×100,000円）
　　障がい福祉施設（2施設×100,000円）
　　高齢者等サービス事業者（2団体×100,000円）
④町内の介護保険事業所、障がい福祉施設、高齢者等サービス
事業者（全23ヵ所）

給付対象事業
所数　23事業
所

福祉介
護課

R4.9.16 R4.10.25 2,300,000 2,300,000 0 2,300,000 0 0

【物価高騰対策介護事業所等緊急支援給
付金支給事業実績】
対象事業所：23事業所（1事業所あたり
100,000円）
2,300,000円
（内訳）
介護保険事業所等：20事業所
障がい者支援事業所：3事業所

新型コロナウイルス感染症の影響下におい
て原油価格や電気・ガス料金等を含む物価
高騰の影響を受けている介護事業所等の
負担軽減と安定的サービスの確保が図れ
た。
支給率：100％（23件（支給事業所）/23（申
請者）件）

2
物価高騰に伴
う学校給食費
支援事業

2.経済対策及
び生活支援

①新型コロナウイルス感染症拡大及び物価高騰に伴う子育て世
帯に対する支援を行う。
②高騰した分に対する食材購入費（教職員は除く）
③:令和4年10月～令和5年3月分給食費13,208千円
・横瀬小学校児童　329人×3,800円×6か月＝7,501,200円
・横瀬中学校生徒　206人×4,400円×6か月＝5,438,400円
・特別支援学校小学部児童　6人×3,800円×6か月＝136,800円
・私立・町外中学校・特別支援学校中学部生徒　5人×4,400円×
6か月＝132,000円
④横瀬町内在住の横瀬町立横瀬小中学校及び私立小中学校・
特別支援学校に通学する児童生徒の保護者

給食費助成対
象者数　546人

教育委
員会

R4.10.1 R5.3.31 12,985,200 12,985,200 0 12,985,200 0 0

物価高騰に伴う学校給食の保護者負担を
軽減するため、令和4年10月から令和5年3
月までの給食費を無償化とした。
【支出実績】
・横瀬小学校児童　331人×3,800円×6か
月＝7,546,800円
・横瀬中学校生徒　206人×4,400円×6か
月＝5,438,400円

子育て世代の経済的な負担軽減を図った。
補助率100％（補助該当者537人/対象者
537人）

3
物価高騰対策
プレミアム付地
域振興券事業

3.地域活性化

①新型コロナウイルス感染症拡大及び物価高騰の影響を受けて
いる地域住民を支える緊急経済対策としてプレミアム付商品券
（シリアルNo入り）を発行。プレミアム分を上乗せし販売すること
で、町民の消費を刺激し町内の経済活性化を図る。
②補助事業として実施予定。補助事業実施者に対し事業費及び
事務費補助金を概算交付し、商品券販売数・換金数等実績報告
を受け精算を行う。
　プレミアム付商品券事業費補助金12,000千円(8,000セット×
1,500円
　プレミアム付商品券事務費補助金4,500千円(印刷費等)
③プレミアム付商品券事業費補助金12,000千円(8,000セット×
1,500円）
　事務費：換金業務1,000千円　印刷業務1,200千円　販売業務
1,200千円　広報業務1,100千円
④横瀬町民

総発行額
52,000,000円
　（内プレミア
ム分
12,000,000円）
総発行枚数
104,000枚を完
売する。
また全枚数の
利用のためＨ
Ｐ・ＳＮＳ等も活
用し広報・周知
を行う。

振興課 R4.10.7 R5.3.31 16,162,000 16,162,000 0 16,162,000 0 0

物価高騰に伴う学校給食の保護者負担を
軽減するため、令和4年10月から令和5年3
月までの給食費を無償化とした。
【支出実績】
・横瀬小学校児童　331人×3,800円×6か
月＝7,546,800円
・横瀬中学校生徒　206人×4,400円×6か
月＝5,438,400円

町独自の支援により、新型コロナウイルス
感染症の影響を大きく受けた住民及び地域
振興としての事業者に対して生活及び事業
継続に対する一助となった。
換金額/発行額
51,662,000円÷52,000,000円＝99.35％
換金率　99.35％

補助対象事業費
（Ｂ）＝（Ｃ）＋（Ｄ）＋（Ｅ）＋（Ｆ）

合計

令和４年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　事業実績及び効果検証

事業実績 事業実施後の具体的な成果

Ｎ
ｏ

事業名 所管課

計画申請時の事業概要等
①目的・効果
②交付金を充当した経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の根拠（交付対象者、対象施設等）

事業
始期

事業
終期

総事業費
（決算額）

計画申請時の
成果目標

区分
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4

横瀬町燃料代
等高騰緊急支
援金(令和４
年度国予算分
(B'')）

2.経済対策及
び生活支援

①新型コロナウイルス感染症拡大及び燃料代等の高騰対策に苦
慮している地域事業者に対して緊急的に給付金を支給する。
②物価高騰・燃料代高騰補助金14500千円(340件)
　　運送業許可（法人・個人）　100千円（10件）
　　法　　　　人　　50千円（180社）
　　個人事業主　 30千円（150者）
  外　新型コロナウイルス感染症対応のための体制拡充等の一
時的な雇用等に必要な人件費等1,272千円
③事業費14,500千円
　 事務費1,272千円
　　 （人件費：500千円（会計年度任用職員分）、諸経費772千円）
④町内に本店を有する法人又は住所を有する個人事業主

全対象事業者
への交付
（申請勧奨、リ
マインド通知の
発送等）

振興課 R4.11.2 R5.3.6 2,946,800 2,946,800 0 2,946,800 0 0

町内の222事業者に対して各種別ごとに支
援金を支給した。
【支出実績】
運送事業者100,000円×9件　＝900,000円
法人50,000円×84件　＝4,200,000円
個人事業主30,000円×129件　＝3,870,000
円

町独自の支援により、新型コロナウイルス
感染症の影響を大きく受けた事業所等の
事業継続の一助となった。
また、申請時ののヒアリングにより現状把
握及び今後の課題を見出すことができた。
支給率99％（２２２件（支給事業所）/２２４
（申請者）件）

5

横瀬町燃料代
等高騰緊急支
援金（令和４年
度国予算分
(B''')）

2.経済対策及
び生活支援

①新型コロナウイルス感染症拡大及び燃料代等の高騰対策に苦
慮している地域事業者に対して緊急的に給付金を支給する。
②物価高騰・燃料代高騰補助金14500千円(340件)
　　運送業許可（法人・個人）　100千円（10件）
　　法　　　　人　　50千円（180社）
　　個人事業主　 30千円（150者）
  外　新型コロナウイルス感染症対応のための体制拡充等の一
時的な雇用等に必要な人件費等1,272千円
③事業費14,500千円
　 事務費1,272千円
　　 （人件費：500千円（会計年度任用職員分）、諸経費772千円）
④町内に本店を有する法人又は住所を有する個人事業主
※№４事業の事業費に対してＲ３年度予算分を充てるもの

利用可能店舗
100店舗
（現在利用店
舗　90店舗）

振興課 R4.10.7 R5.3.27 7,024,103 7,024,103 0 7,024,103 0 0

町内の222事業者に対して各種別ごとに支
援金を支給した。
【支出実績】
運送事業者100,000円×9件　＝900,000円
法人50,000円×84件　＝4,200,000円
個人事業主30,000円×129件　＝3,870,000
円

町独自の支援により、新型コロナウイルス
感染症の影響を大きく受けた事業所等の
事業継続の一助となった。
また、申請時ののヒアリングにより現状把
握及び今後の課題を見出すことができた。
支給率99％（２２２件（支給事業所）/２２４
（申請者）件）

6
地域振興拠点
施設における３
密対策事業

4.庁舎等環境
整備

①R3年度に新設した地域振興拠点施設（商品開発施設兼販売
所）敷地内における新型コロナウイルス感染症等の拡大防止を
図るため、敷地内の既存倉庫（13.5坪）を解体することにより、移
動可能な駐車スペース等を拡充するとともに屋外空間のゆとりを
確保する。
②工事請負費　1,223,310円
③本工事費（軽量鉄骨倉庫解体工）83,160円×13.5坪＝
1,122,660円　諸経費100,650円（１式）
④旧学校給食調理場倉庫

対象施設クラ
スター発生件
数0件

まち経営
課

R4.12.23 R5.3.20 880,000 880,000 0 880,000 0 0

地域振興拠点施設（商品開発施設健兼販
売所）敷地内の既存倉庫の解体工事を実
施した。
【支出実績】
横瀬町旧学校給食調理場車庫解体工事
880,000円

当該倉庫を解体することで、移動可能な空
間を確保することができ、敷地内での感染
症発生を抑制することができた。
クラスター発生件数0件

7
地方創生テレ
ワーク推進交
付金

4.庁舎等環境
整備

①「デジタル田園都市国家構想」推進の一環として、新型コロナ
ウィルス感染症拡大に伴い希薄となった、地域間の交流を取り戻
し、地方への新たな人の流れを創出するため、R3年度に町に新
設されたサテライトオフィス等の施設整備・運営・利用促進等を行
うもの。
②デジタル田園都市国家構想推進交付金事業に係るテレワーク
拠点整備設計・整備、イベントプロモーション、進出企業定着のた
めの補助金事業に充当。
③【事業総額】
(1)委託料：3,070千円（テレワーク体験イベントプロモーション委
託、内装・什器用合板加工委託料)
(2)工事請負費：18,260千円(テレワーク拠点整備改修建築工事請
負費）
(3)補助金：20,000千円(進出企業定着・地域活性化支援)(@最大
20,000千円/件)
④(1)(2)エリア898　(3)進出企業、LivingAnywhereCommons横瀬

拠点利用者
数：520人

まち経営
課

R4.8.1 R5.3.29 36,387,795 36,387,795 28,726,575 7,661,220 0 0

R3年度に整備したサテライトオフィス等の
更なる利用促進のため、進出企業定着の
ための施設整備等を行った。
【支出実績】
(1)委託料：2,486千円（内装・什器用合板加
工委託料)
(2)工事請負費：14,597千円(テレワーク拠
点整備改修建築工事請負費等）
(3)補助金：19,305千円×1事業者(進出企
業定着・地域活性化支援)

(1,2)子育て世帯向けのテレワーク施設とし
て、中心地における新たな拠点として整備
することができた。
(3)企業進出の拠点整備に係る補助を行う
ことで、企業の進出に繋がった。（1件、(株)
ＳＣＨＥＭＡ）
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8

地方創生テレ
ワーク推進交
付金拠点整備
事業

4.庁舎等環境
整備

①「デジタル田園都市国家構想」推進の一環として、新型コロナ
ウィルス感染症拡大に伴い希薄となった、地域間の交流を取り戻
し、地方への新たな人の流れを創出するため、R3年度に町に新
設されたサテライトオフィス等の施設整備・運営・利用促進等を行
うもの。
②デジタル田園都市国家構想推進交付金事業に係るテレワーク
拠点整備設計・整備、イベントプロモーション、進出企業定着のた
めの補助金事業に充当。
③【事業総額】
(1)委託料：3,070千円（テレワーク体験イベントプロモーション委
託、内装・什器用合板加工委託料)
(2)工事請負費：18,260千円(テレワーク拠点整備改修建築工事請
負費）
(3)補助金：20,000千円(進出企業定着・地域活性化支援)(@最大
20,000千円/件)
④(1)(2)エリア898　(3)進出企業、LivingAnywhereCommons横瀬
計画№7地方創生テレワーク交付金事業のはみ出し分を地方単
独事業分として整理するもの

拠点利用者
数：520人

まち経営
課

R4.8.1 R5.3.29 1,915,305 1,915,305 0 1,915,305 0 0

R3年度に整備したサテライトオフィス等の
更なる利用促進のため、進出企業定着の
ための施設整備等を行った。
【支出実績】
(1)委託料：2,486千円（内装・什器用合板加
工委託料)
(2)工事請負費：14,597千円(テレワーク拠
点整備改修建築工事請負費等）
(3)補助金：19,305千円×1事業者(進出企
業定着・地域活性化支援)

(1,2)子育て世帯向けのテレワーク施設とし
て、中心地における新たな拠点として整備
することができた。
(3)企業進出の拠点整備に係る補助を行う
ことで、企業の進出に繋がった。（1件、(株)
ＳＣＨＥＭＡ）

9
デジタル田園
都市国家構想
推進交付金

4.庁舎等環境
整備

①デジタル田園都市国家構想推進交付金事業におけるデジタル
実装タイプⅠによる窓口の申請・手続きを効率化するため、窓口
申請のデジタル化及びデータ連携基盤の整備を行う。このデジタ
ルイノベーションの実装に伴う町の活性化・活力向上により、コロ
ナ克服・新時代開拓のための経済対策を図る。
②窓口申請のデジタル化及びデータ連携基盤のシステム構築に
係る委託とそれらに伴うOA機器の購入費に充当。
③【事業総額】
(1)システム構築委託料：21,670千円
-本人確認・データ連携システム構築(13,200千円)
-データ連携基盤整備(2,750千円)
-PJ全体管理・NW構築(5,720千円)
(2)OA機器購入費：5,170千円
-窓口用タブレット端末(@165千円*10台=1,650千円)
-入力用タブレット端末(@55千円*10台=550千円)
-ネットワーク機器一式(2,750千円)
-プリンター(@55千円*4台=220千円)
④役場庁舎

申請利用件
数：180件

まち経営
課

R4.12.23 R5.3.31 19,107,000 19,107,000 10,615,000 8,492,000 0 0

申請書のデジタル化と、それによるデータ
集積のシステムを構築、環境の整備を行っ
た。
【支出実績】
委託料：21,230,000円
（システム構築19,470,000円）
（備品整備1,760,000円）

システム導入により、窓口来庁者の申請書
記載に係る負担の軽減につながった。

10
窓口業務効率
化事業

4.庁舎等環境
整備

①デジタル田園都市国家構想推進交付金事業におけるデジタル
実装タイプⅠによる窓口の申請・手続きを効率化するため、窓口
申請のデジタル化及びデータ連携基盤の整備を行う。このデジタ
ルイノベーションの実装に伴う町の活性化・活力向上により、コロ
ナ克服・新時代開拓のための経済対策を図る。
②窓口申請のデジタル化及びデータ連携基盤のシステム構築に
係る委託とそれらに伴うOA機器の購入費に充当。
③【事業総額】
(1)システム構築委託料：21,670千円
-本人確認・データ連携システム構築(13,200千円)
-データ連携基盤整備(2,750千円)
-PJ全体管理・NW構築(5,720千円)
(2)OA機器購入費：5,170千円
-窓口用タブレット端末(@165千円*10台=1,650千円)
-入力用タブレット端末(@55千円*10台=550千円)
-ネットワーク機器一式(2,750千円)
-プリンター(@55千円*4台=220千円)
④役場庁舎
計画№9デジタル田園都市国家構想推進交付金事業のはみ出し
分を地方単独事業分として整理するもの

申請利用件
数：180件

まち経営
課

R4.12.23 R5.3.31 2,123,000 2,123,000 0 2,123,000 0 0

申請書のデジタル化と、それによるデータ
集積のシステムを構築、環境の整備を行っ
た。
【支出実績】
委託料：21,230,000円
（システム構築19,470,000円）
（備品整備1,760,000円）

計画№9デジタル田園都市国家構想推進
交付金事業のはみ出し分を地方単独事業
分として整理するもの

システム導入により、窓口来庁者の申請書
記載に係る負担の軽減につながった。
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11
デジタル田園
都市国家構想
推進交付金

4.庁舎等環境
整備

①デジタル田園都市国家構想推進交付金事業におけるデジタル
実装タイプⅠによる有害鳥獣対策の効率化・担い手確保、有害
鳥獣対策への理解醸成を目的とする。また、今まで有効活用され
ていなかった捕獲鳥獣の資源化の促進し、ジビエを地域ブランド
化し、新型コロナウイルスにより落ち込んだ観光業のあらたな誘
客の資源としての活用を図る。
②有害鳥獣対策のＩＣＴ化に必要な機器の購入及びシステム導入
の委託を行う。
③鳥獣被害対策システム構築事業委託料7,020千円（設計・企画
費1,320千円、ICT機器親機350千円、ICT機器中継器900千円
（450千円×2）、ICT機器子機3,400千円（45.3千円×75）、管理用
PC 250千円、通知機器100千円（50千円×2）、タブレット端末300
千円（100千円×3）、プロジェクター100千円、消耗品300千円）
④町鳥獣害対策協議会、武甲猟友会

・地元猟友会
のシステム利
用人数　10人
・野性鳥獣によ
る農業被害面
積　1.2ha
・捕獲件数　40
件
・新規若年層
猟友会員数　1
名
・捕獲有害鳥
獣の有効活用
事例数　1件

振興課 R4.10.24 R5.3.31 5,988,210 5,988,210 3,326,783 2,661,427 0 0

デジタル田園都市国家構想推進交付金事
業におけるデジタル実装タイプⅠによる有
害鳥獣対策の効率化・担い手確保、有害
鳥獣対策への理解醸成及び捕獲鳥獣の有
効活用を目的とし、有害鳥獣対策のＩＣＴ化
に必要な機器の購入及びシステム導入の
委託を実施した。
【支出実績】
・委託料　5,998,465円
・備品購入費　397,078円
・消耗品費　258,024円

システム導入により、有害鳥獣捕獲従事者
の負担軽減や捕獲鳥獣の有効活用を行う
とともに、農業被害面積も前年と比べ減少
することができた。
・システム利用人数　11人
・捕獲件数　8件
・野生鳥獣による農業被害面積　0.89ha
・捕獲有害鳥獣の有効活用事例数　1件

12
有害鳥獣被害
防止事業

4.庁舎等環境
整備

①デジタル田園都市国家構想推進交付金事業におけるデジタル
実装タイプⅠによる有害鳥獣対策の効率化・担い手確保、有害
鳥獣対策への理解醸成を目的とする。また、今まで有効活用され
ていなかった捕獲鳥獣の資源化の促進し、ジビエを地域ブランド
化し、新型コロナウイルスにより落ち込んだ観光業のあらたな誘
客の資源としての活用を図る。
②有害鳥獣対策のＩＣＴ化に必要な機器の購入及びシステム導入
の委託を行う。
③鳥獣被害対策システム構築事業委託料7,020千円（設計・企画
費1,320千円、ICT機器親機350千円、ICT機器中継器900千円
（450千円×2）、ICT機器子機3,400千円（45.3千円×75）、管理用
PC 250千円、通知機器100千円（50千円×2）、タブレット端末300
千円（100千円×3）、プロジェクター100千円、消耗品300千円）
④町鳥獣害対策協議会、武甲猟友会
計画№10デジタル田園都市国家構想推進交付金事業のはみ出
し分を地方単独事業分として整理するもの

・地元猟友会
のシステム利
用人数　10人
・野性鳥獣によ
る農業被害面
積　1.2ha
・捕獲件数　40
件
・新規若年層
猟友会員数　1
名
・捕獲有害鳥
獣の有効活用
事例数　1件

振興課 R4.10.24 R5.3.31 665,357 665,357 0 665,357 0 0

デジタル田園都市国家構想推進交付金事
業におけるデジタル実装タイプⅠによる有
害鳥獣対策の効率化・担い手確保、有害
鳥獣対策への理解醸成及び捕獲鳥獣の有
効活用を目的とし、有害鳥獣対策のＩＣＴ化
に必要な機器の購入及びシステム導入の
委託を実施した。
【支出実績】
・委託料　5,998,465円
・備品購入費　397,078円
・消耗品費　258,024円

計画№11デジタル田園都市国家構想推進
交付金事業のはみ出し分を地方単独事業
分として整理するもの

システム導入により、有害鳥獣捕獲従事者
の負担軽減や捕獲鳥獣の有効活用を行う
とともに、農業被害面積も前年と比べ減少
することができた。
・システム利用人数　11人
・捕獲件数　8件
・野生鳥獣による農業被害面積　0.89ha
・捕獲有害鳥獣の有効活用事例数　1件

13
学習用ドリル
整備事業

4.庁舎等環境
整備

①新型コロナウイルス感染症拡大の影響による休校時等に家庭
学習を行えるよう学習用ドリル及びプログラミング教材の整備を
行う。
②ドリル及びプログラミング教材使用料　1,079,704円
③534名分
④小中学校の児童生徒

休校時に８０％
のクラスで遅
延なくオンライ
ン授業を行う。

教育委
員会

R4.4.28 R5.3.31 1,079,704 1,079,704 0 1,079,704 0 0

家庭学習を行えるよう学習用ドリル及びプ
ログラミング教材の整備を行った。
【支出実績】
・学習用ドリル横瀬小学校　73,525円×8か
月＝588,200円
・学習用ドリル横瀬中学校　46,038円×8か
月＝368,304円
・プログラミングアプリ　123,200円

平時から授業で使い方を学び、家庭学習で
活用することで、緊急時に学びを止めること
なく実施することができる体制ができた。
活用率100％

14

地域経済基盤
強化事業（芦ヶ
久保駅リノベ－
ション事業）

4.庁舎等環境
整備

①コロナ禍における人の移動の鈍化、地域内の消費の落ち込み
を抑制する。昨年度から活動を開始した地域経済循環のための
地域商社の活動を促進する。
②施設整備工事、地域特産品自動販売機を購入する。
③事業費内訳
(1)工事請負費9,500千円（建築工事9,500千円（電気、内装、外装
等工事））
(2)備品購入費6,000千円（冷凍・冷蔵自動販売機3,500千円、休
憩室内備品購入費1,600千円、施設付随備品900千円）
(3)委託費6,000千円（内装・什器用合板加工委託料5,990千円、
清掃・ごみ処分委託料10千円）
(4)施設に付随する消耗品費等500千円
④芦ヶ久保駅前売店

・地元農産物
等、地域から
の年間仕入
高：100万円
（R5年度）
・年間売上高：
800万円（R5年
度）

まち経営
課

R4.11.16 R5.3.31 21,925,659 21,925,659 0 21,925,659 0 0

地元の特産品が無人で購入でき、観光客・
住民らが休憩できるスペースを整備した。
【支出実績】
(1)建築工事7,841千円（電気、内装、外装
等工事等含む）
(2)備品購入費7,351千円（冷凍・冷蔵自動
販売機3,464円、休憩室内備品購入費等
3,887円）
(3)委託費6,428千円（内装・什器用合板加
工委託料5,989千円、清掃・ごみ処分委託
料439千円）
(4)施設に付随する消耗品費等306千円

駅前にあった老朽化していた施設をリ
ニューアルし、観光客・住民らが休憩できる
スペースができた。R5年度には自動販売
機で地域の特産品も販売できるため、積極
的に活用していきたい。

15
国際交流推進
事業

5.その他

①町内在住の外国人に対するコロナ対策情報を含む各種行政
サービスの情報提供体制を充実させるため、各種文書の多言語
化を図ってゆく。また、町内在住の外国人との異文化交流イベン
トや外国人コミュニティー構築の支援などを通じて、コロナ禍でも
孤独やストレスを感じることなく、自己実現できる取り組みを実施
する。
②町の情報の多言語化に要する翻訳費用及び多文化共生、異
文化理解に資するイベントの通訳費用・旅費など
③③翻訳委託料174千円(2,500字×3言語×21円×税)、通訳謝
金57千円（57千円×1回）、旅費14千円(3.5千円x4回)
④横瀬町

・地域在住の
外国人同士、
及び町民との
交流会あるい
は海外の事情
を紹介するパ
ネル展の開
催：2回以上
・町紹介パンフ
レットの英語化
の実施

まち経営
課

R4.9.13 R5.3.9 112,659 112,659 0 112,659 0 0

12月10日に町内在住のインドネシア人に講
師となりインドネシア料理を町民と一緒に作
るイベントを開催し11名(うち子供2名)が参
加した。海外の料理文化について理解を深
めてもらうと同時に、講師には、町民に自国
の文化を紹介することで、自己実現に結び
付けてもらう機会とした。
【支出実績】材料費として8,597円を支出し、
参加費として4,500円を徴収した。
・まち紹介の英語のパンフレットは費用の
関係で実現しなかった。他方、育児関連に
ついては母親が外国人の場合、言語が大
きな壁となることから3ヵ月と9か月児用に韓
国語とタイ語で問診票を作成し多言語化を
図った。
【支出実績】翻訳費として95,844円を支出し
た。

インドネシア料理イベント開催後の1月下
旬、講師は都内在住のインドネシアの友人
を伴い町の施設を訪れ、インドネシア料理
をおすそ分けするなどして交流を図ってお
り徐々にではあるが交流が促進されてき
た。引き続き交流等を深めていきたい。
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16
証明書コンビ
ニ交付事業

4.庁舎等環境
整備

①新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、マイナン
バーカード等を利用し、住民票の写しや税証明書等がコンビニに
配置されたキオスク端末で取得可能となることで、来庁機会が減
らすことで感染防止、町民の利便性向上及び窓口の負担軽減を
行う。
②旅費、事業者委託手数料、発行手数料、電算処理委託料、電
算システム使用料、運営負担金
③旅費：7千円（3,440円×2回）、事業者委託手数料：12千円（117
円×100件）、発行手数料：1千円（200円×5件）、電算処理委託
料：1,107千円（導入業務委託料 1,071千円、保守料5,830円×6
月）、電算システム使用料：660千円　（110千円×6月）、運営負
担金：346千円
④横瀬町

R4.9までの環
境整備、R4.10
から開始

交付枚数 300
件

町民課 R4.8.26 R5.3.31 2,011,763 2,011,763 0 2,011,763 0 0

コンビニ等に設置のキオスク端末で、住民
票の写し、印鑑登録証明書、税証明書を取
得できるよう環境整備した。
【交付実績】　発行件数　取引人数
・住民票の写し　　１１４枚　１０４人
・印鑑登録証明書　５６枚　　３７人
・税証明書　　　　　　　９枚　　　７人

来庁者を減らすことで、接触機会の低減と
なった。
●R4.10～R5.3
（コンビニ発行件数/全体発行件数）
・住民票の写し　　　　 7％（114/1,613）
・印鑑登録証明書　　 6％（56/941）
・税証明書　　　　　　3.5％（9/260）

17

シニア等のた
めのICT「新た
なつながり」創
出事業

2.経済対策及
び生活支援

①新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の流行により、高齢者は外出を控え、町
の情報の取得手段が少なくなっている。また、住民同士で交流す
る機会も減っているため、デジタルシフトへの手助けを行う事で、
IT機器を使った情報の取得、住民同士の新たな交流の場を創出
できる。
②町との「新たなつながり」の創出に向けて、タブレットやスマホ
の物品購入支援や初心者向け及び中級者の使い方教室を開催
し、デジタルシフトの手助けを行う。
③機器導入助成：@20,000円×30人分、ＩＣＴ普及教室：@273,534
円×3回、資料印刷費用：105,114円、手話通訳派遣：@12,000円
×2人×0回(実績なし）、消耗品費：0円(実績なし）
④60歳以上の町民、聴覚障がい者

機器導入申請
人数：40人
ＩＣＴ普及教室
参加人数：60
人
手話通訳付
ICT普及教室
参加人数：3人

福祉介
護課

R4.4.8 R5.3.24 1,235,704 1,235,704 0 1,235,704 0 0

【IT機器導入支援補助金支出実績】
22人
412,503円
【ICT普及教室参加者実績】
第1セット20人（延べ86人）
第2セット20人（延べ89人）
第3セット20人（延べ74人）
【手話通訳付ICT普及教室参加実績】
0人

①ITC活用支援事業により、ＬＩＮＥをはじめ
としたＳＮＳによる「新しいコミュニティ」の創
出を図り。町の情報提供や地域広報をＩＣＴ
で気軽に取得し、住民同士の新たなつなが
りを促進させることに繋がった。
支給率55％

②町との「新たなつながり」「新しいコミュニ
ティ」の創出に向けた、初心者向けの使い
方教室を開催し、シニア世代へデジタルシ
フトの手助けを行えた。

18
総合福祉セン
ター施設等整
備事業

4.庁舎等環境
整備

①新型コロナウイルス感染症の流行により、高齢者は外出を控
え、住民同士での交流する機会も減っている。横瀬町総合福祉
センター（老人福祉センター及び保健センターの併設）に空気清
浄機能付き空調設備の入替や、浴室内に仕切りを設置する等の
工事を行い、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大を防止することにより、新型
コロナウイルス感染症の感染リスクを抑えた上で、総合福祉セン
ターとしての機能を維持すると共に、住民の交流の場を創設する
ことで、住民同士の交流を促進する。
②利用者の感染拡大を防止したうえで、交流の場を創設するた
め、空気清浄機能付き空調設備の入替、浴室・脱衣所の改修、
ロビー改修を行う。
③（１）空調設備入替工事　工事請負費　37,624千円
　（２）浴室内仕切り設置工事　工事請負費　2,420千円
　（３）脱衣所床張替工事　工事請負費　530千円
　（４）ロビー改修工事　工事請負費　357千円　消耗品　620千円
備品購入　637千円
　【財源内訳】
　臨時交付金40,136千円、一財2,052千円充当
④横瀬町総合福祉センター

総合福祉セン
ター年間利用
者数20,000人

福祉介
護課

R4.6.29 R5.3.29 42,203,500 42,203,500 0 42,203,500 0 0

横瀬町総合福祉センター（老人福祉セン
ター及び保健センターの併設）を新型ｺﾛﾅｳ
ｲﾙｽ感染拡大を防止する環境へ改修する
ための費用。

【支出実績】
(1)空調設備入替工事　37,125,000円
(2)浴室内仕切り設置工事　2,420,000円
(3)脱衣所床張替工事　530,000円
(4)ロビー改修工事　357,500円
　 消耗品　460,419円
 　備品購入　639,191千円

横瀬町総合福祉センター（老人福祉セン
ター及び保健センターの併設）を新型ｺﾛﾅｳ
ｲﾙｽ感染拡大を防止する設備改修を行うこ
とにより、新型コロナウイルス感染症の感
染リスクを抑えた上で、総合福祉センターと
しての機能を維持すると共に、住民の交流
の場を創設することで、住民同士の交流を
促進する施設となった。

19
子ども・子育て
支援交付金

1.医療体制等
の確保

①学童保育室、地域子育て支援拠点事業、認定こども園におい
て、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を徹底し、安全な
環境を確保するため、必要な消耗品を購入する。
②アルコール、ハンドソープ、ごみ袋、使い捨て手袋、ペーパータ
オル等の購入。
③事業費内訳
(1)学童保育室：160千円　ハンドソープ1,000円×20、消毒液
1,000円×50、手指消毒液2,500円×20　ペーパータオル200円×
100　手袋1,500円×10、ごみ袋　1,000円×５
(2)地域子育て拠点事業：80千円　モップ２本・シート10.000円　消
毒液1,000円×20　ペーパータオル200円×50、ハンドソープ
1,000円×10  ウエットティッシュ800円×35、体温計用コイン電池
400円×5
(3)一時預かり事業：100千円　ハンドソープ1,000円×10個、詰替
え用4,000円×2個、手指消毒用アルコールポンプ付き2,200円×
５個、詰替え用15,000円×３個、 ウエットティッシュ800円×30個、
ごみ袋1,000円×２個
【財源内訳】
　臨時交付金113千円、国庫補助金113千円、県補助金114千円
を充当
④対象施設：３施設

対象施設クラ
スター発生件
数0件

健康子
育て課

R4.5.6 R5.3.1 339,779 339,779 113,000 113,779 0 113,000

【支出実績】
(1)学童保育室
　　体温計　2本　10,296円
　　マスク　250枚 1.237円
　　ペーパータオル 210束　27,720円
　　手袋　5,833円
　　消毒液類　115,902円
(2)地域子育て拠点
　　体温計　3本　15,774円
　　ペーパータオル類　25束　8,747円
　　手袋　3つ　1,910円
　　消毒液類外　54,042円
(3)一時預かり事業、
　　手指消毒用アルコール×8、
　　マスク×10、手洗い用石けん液×7
　　　　　　　　　　　　　　　　  90,750円
　　ごみ袋×2、使いきり手袋×4
　　　　　　　　　　　　　　　　　7,568円

対象施設クラスター発生件数０件
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20
ベビーケア
ルーム設置事
業

1.医療体制等
の確保

①横瀬町移住・定住・交流等推進拠点施設「エリア898」を利用す
る住民や観光客の子育て世代に対して、新型コロナウイルス感
染症の感染防止対策を徹底した安心・安全な環境を提供するた
め、個室の授乳スペース（ベビーケアルーム）を設置する。ベビー
ケアルームは常に空気が循環し、除菌機器や抗菌コーティング
が施された個室のスペースで、設置により子育て世代へ優しい施
設として利用の拡大が見込まれる。
②ベビールーム設置費用
③（対象）町内の子育て世帯・観光客　（単価等）１台設置
3,083,190円
④公共施設に設置し、外出時の授乳、おむつ替えなどのベビー
ケアに利用。

利用満足度　５
０％

健康子
育て課

R4.10.28 R5.1.4 3,083,190 3,083,190 0 3,083,190 0 0

町内施設である「エリア898」に感染症防止
対策を徹底した個室型の授乳スペース（ベ
ビーケアルーム）を設置した。
【支出実績】
ベビーケアルーム1台　3,083,190円

ベビーケアルームを設置したことで、「エリ
ア898」を利用する住民や観光客の子育て
世代に対して、安心して外出できるような施
設となった。

設置R4.12.25から現在R5.9.7までの利用者
数　59人

アンケート結果と利用満足度
回答数　6件
満足している　5件
やや満足している　1件
利用満足度100％

21
日本一歩きたく
なる町推進整
備事業

2.経済対策及
び生活支援

①コロナ禍における観光誘客について、感染防止に努めた上で
促進させるため、従来の1カ所の会場で完結するイベントから、町
内各観光施設（寺・棚田等）を周遊するイベントを推進する。ま
た、町が管理する遊歩道に、必要に応じて柵・階段の設置や整地
を行い、歩きやすく安全に整備し、横瀬町が目指す「日本一歩き
たくなる町」を推進する。それにより感染リスクを抑えた観光誘客
を行うことができる。
②ウォーキングイベント開催費、遊歩道整備工事費
③・日本一歩きたくなる町イベント開催事業2,600千円（チラシ等
作成700千円、人件費1,200千円（=1,000円×15人×80時間）、案
内板3千円×50枚、消耗品等550千円）
・兵ノ沢遊歩道木柵整備工事800千円（800千円×1カ所）
・町内ハイキング道整備4,000千円（5カ所）
④イベント：（一社）横瀬町観光協会　外。　整備対象施設：町内
遊歩道各所

R4年観光入込
客数　631千人
（参考　R3年＝
574千人の1.1
倍）

振興課 R4.5.9 R5.3.19 6,654,297 6,654,297 0 6,654,297 0 0

【支出実績】
①遊歩道の整備
・兵の沢遊歩道　1,075,800円
・農村公園遊歩道　799,700円
・根古屋城址遊歩道　616,000円
・芦ケ久保遊歩道　1.298.000円
・思索の森遊歩道　121,000円
・山の花道遊歩道　577,500円
②ウォーキングイベントの開催
・第11回里山まるマルシェ　参加者430名
　委託料　398,263円
・第12回里山まるマルシェ　参加者503名
　委託料　399,300円
・花咲山-棚田ウォーキング　参加者34名
　委託料　98,832円
・ストロベリービンゴウォーク　参加者200名
　委託料　1,685,597円

遊歩道を整備することで、日本一歩きたくな
る町としてのインフラ整備を進めることがで
きた。
各ウォーキングイベントを開催し、町内外に
歩きたくなる町としてのPRができた。
観光入込客数R467,200人 対前年比117％
増

22
防災備蓄倉庫
設置移設事業

1.医療体制等
の確保

①新型コロナウイルス対応として、直接的・間接的に使用、必要
とする備品について、より安全な場所、また、より効果的・効率的
に管理できる場所に移設する。これにより、万一の災害時に、水
害等の影響を受けず、すみやかな対応を行うことができる。
②防災倉庫棚購入費外780,454円
③防災倉庫棚699,930円（69,993円×10台）
　災害備蓄品移動作業業務委託料80,524円
④横瀬町

災害による人
的被害件数：０
件

総務課 R4.10.27 R5.2.17 369,389 369,389 0 369,389 0 0

コロナ過での有事に備え、感染症対策物品
等災害備蓄品をより安全な場所、効果的・
効率的に管理できる場所に移設した。移設
にあたり、必要な棚の購入を行った。また、
移設に係る作業をシルバー人材センターに
委託した。
【支出実績】
・備蓄品移動作業業務委託　36,749円
・防災倉庫備蓄品収納棚　　332,640円

感染症対策物品等災害備蓄品をより安全
な場所に移設し、万一の災害時に備え、よ
り効果的・効率的に搬出する体制を整備す
ることができた。

災害による人的被害件数：０件

23
小中学校情報
機器整備事業

4.庁舎等環境
整備

①新型コロナウイルス感染症拡大の影響による休校時等にオン
ライン授業が配信出来るようモニターや書画カメラなどの機器整
備を行う。
②情報機器等備品購入費
③Chromebook用プリンター　46,750円×3台
　　　　　　　　　　　　　　　　　　34,650円×3台
　書画カメラ　34,320円×2台
　　　　　　　　　33,000円×2台
　ビデオカメラ　66,000円×1台
　大型モニター及びスタンド　185,900円×2台
　デジタル採点システム　99,000円
　電子黒板　762,300円×17台
④小中学校の児童生徒及び教職員

休校時に８０％
のクラスで遅
延なくオンライ
ン授業を行う。

教育委
員会

R4.6.6 R5.3.15 14,038,640 14,038,640 0 14,038,640 0 0

休校時等にオンライン授業が配信出来るよ
うモニターや書画カメラなどの機器整備を
行った。
【支出実績】
Chromebook用プリンター　46,750円×3台
　　　　　　　　　　　　　　　　34,650円×3台
書画カメラ　34,320円×2台
　　　　　　　　33,000円×2台
ビデオカメラ　66,000円×1台
大型モニター及びスタンド185,900円×2台
デジタル採点システム　99,000円
電子黒板　762,300円×17台

緊急時にオンライン授業をできる体制を整
備することができた。
普通教室設置率100％
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25
デジタル田園
都市国家構想
推進交付金

4.庁舎等環境
整備

①デジタル田園都市国家構想推進交付金事業におけるデジタル
実装タイプⅡによる、AIデマンド交通・災害時ドローン配送・観光
MaaSを活用したデータ連携基盤を秩父市と連携し整備する。この
デジタルイノベーションの実装に伴う町の活性化・活力向上によ
り、コロナ克服・新時代開拓のための経済対策を図る。
②秩父市が発注するデータ連携基盤とそれらに関する経費に対
し拠出する負担金に充当。
③負担金：16,800千円(総事業費140,000千円*人口割合0.12)
■総事業費内訳
【事業運営管理】小計22,000千円
事業全体設計・会議体運営・進捗管理(22,000千円)
【データ連携基盤等整備】小計43,000千円
システム全体計画・開発管理(4,500千円)、データ連携基盤開発
(25,000千円)、データアセット連携開発(12,000千円)
Location date Security Platform利用料(1,500千円)
【ドローンサービス開発】小計21,000千円
飛行ルート設計・電波調査(12,000千円)、実飛行調査による安全
性・運用評価(9,000千円)
【AIデマンドタクシーサービス開発】21,000千円
SAVS改修費(13,000千円)、SAVS運用利用料(3,500千円)、IoTデ
バイス設置・データ収集(1,500千円)、共同配送サービスシステム
(3,000千円)
【観光MaaSサービス開発】小計20,000千円
サービスシステムアプリ改修(デマンド対応)(20,000千円)
【動的データ分析・評価】小計13,000千円
分析設計・収集データGIS/AI分析(7,000千円)、行政・サービス利
用評価(6,000千円)
④横瀬町内・秩父市内

・ドローン配送
ルート：1
・AIデマンド交
通利用者：
6,422
・観光交通経
路検索サービ
ス(仮名称)の
利用回数：60

まち経営
課

R4.6.28 R5.3.31 13,578,840 13,578,840 7,543,800 6,035,040 0 0

データ連携基盤整備、ドローンサービス開
発、ＡＩデマンドタクシーサービス開発、観光
ＭａａＳサービス開発を秩父市と共同で実施
し、所要経費を人口割により、秩父市に対
して負担金として納めた。
【支出実績】
・負担金　15,087,600円（総事業費*0.12）

・ドローンサービス開発
災害時等におけるドローン配送ルートを各1
ルート整備
・ＡＩデマンドタクシー
秩父市においてはデマンドタクシーサービ
スを新たに実装、横瀬町では既存の乗降
場所にさらに3か所乗降場所を追加
・観光ＭａａＳサービス
西武鉄道との共同による観光ＭａａＳあぷり
「のってみ秩父」をリリースした
・データ連携基盤整備
上記各事業で収集したデータを集積・連携
するため基盤を構築できた

26
広域連携デジ
タル実装事業

4.庁舎等環境
整備

①デジタル田園都市国家構想推進交付金事業におけるデジタル
実装タイプⅡによる、AIデマンド交通・災害時ドローン配送・観光
MaaSを活用したデータ連携基盤を秩父市と連携し整備する。この
デジタルイノベーションの実装に伴う町の活性化・活力向上によ
り、コロナ克服・新時代開拓のための経済対策を図るとともに、コ
ロナ禍において地域に不可欠な交通手段等の確保に向けた取り
組みを実施し、住民の利便性などをより向上させ、事業の収益性
を確保することで、物価高騰等に対する直接的な負担軽減を図
る。
②秩父市が発注するデータ連携基盤とそれらに関する経費に対
し拠出する負担金に充当。
③負担金：16,800千円(総事業費140,000千円*人口割合0.12)
■総事業費内訳
【事業運営管理】小計22,000千円
事業全体設計・会議体運営・進捗管理(22,000千円)
【データ連携基盤等整備】小計43,000千円
システム全体計画・開発管理(4,500千円)
データ連携基盤開発(25,000千円)
データアセット連携開発(12,000千円)
Location date Security Platform利用料(1,500千円)
【ドローンサービス開発】小計21,000千円
飛行ルート設計・電波調査(12,000千円)
実飛行調査による安全性・運用評価(9,000千円)
【AIデマンドタクシーサービス開発】21,000千円
SAVS改修費(13,000千円)
SAVS運用利用料(3,500千円)
IoTデバイス設置・データ収集(1,500千円)
共同配送サービスシステム(3,000千円)
【観光MaaSサービス開発】小計20,000千円
サービスシステムアプリ改修(デマンド対応)(20,000千円)
【動的データ分析・評価】小計13,000千円
分析設計・収集データGIS/AI分析(7,000千円)
行政・サービス利用評価(6,000千円)

・ドローン配送
ルート：1
・AIデマンド交
通利用者：
6,422
・観光交通経
路検索サービ
ス(仮名称)の
利用回数：60

まち経営
課

R4.6.28 R5.3.22 1,508,760 1,508,760 0 1,508,760 0 0

データ連携基盤整備、ドローンサービス開
発、ＡＩデマンドタクシーサービス開発、観光
ＭａａＳサービス開発を秩父市と共同で実施
し、所要経費を人口割により、秩父市に対
して負担金として納めた。
【支出実績】
・負担金　15,087,600円（総事業費*0.12）

計画№25デジタル田園都市国家構想推進
交付金事業のはみ出し分を地方単独事業
分として整理するもの

・ドローンサービス開発
災害時等におけるドローン配送ルートを各1
ルート整備
・ＡＩデマンドタクシー
秩父市においてはデマンドタクシーサービ
スを新たに実装、横瀬町では既存の乗降
場所にさらに3か所乗降場所を追加
・観光ＭａａＳサービス
西武鉄道との共同による観光ＭａａＳあぷり
「のってみ秩父」をリリースした
・データ連携基盤整備
上記各事業で収集したデータを集積・連携
するため基盤を構築できた
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27
保育所等物価
高騰対策給付
事業

1.医療体制等
の確保

①新型コロナウイルス感染症拡大及び物価高騰の影響を受けて
いる町内私立保育施設等に対し、光熱費相当分の給付金を支給
することにより施設の負担軽減を図る。安定した施設運営により
児童の教育・保育を確保する。
②物価高騰の影響を受けている町内私立保育施設等の光熱費
高騰分相当額として支出する補助金を充当。県補助事業として
実施予定。
③事業総額　382,500円
　　  町内私立保育施設利用定員数225名×※県補助単価1,700
円
　 補助対象　191,250円（382,500円×県1/2）
   ※県補助単価根拠　24,000円(私立保育所定員1人当たり年間
光熱費)×6/12月(6月分)×14.2％(物価上昇率)≒1,700円
④対象施設　3園(私立認定こども園1件・205名、認可外保育園2
件・20名)

対象保育施設
定員数：225名

健康子
育て課

R5.2.27 R5.3.9 809,100 809,100 0 405,100 0 404,000

新型コロナウイルス感染症拡大及び物価
高騰の影響を受けている町内私立保育施
設等に対し、光熱費及び食材費相当分の
給付金を支給を実施した。
①事業総額809,100円
光熱費
　利用定員数223人×1,700円＝379,100円
　私立認定こども園1件205人
　認可外保育施設2件18人
食材費
　利用定員数215人×2,000円＝430,000円
　私立認定こども園1件205人
　認可外保育施設1件10人
合計
　379,100円+430,000円＝809,100円

②県補助対象404,000円
　809,100円×1/2＝404,550円
　1,000円未満切り捨て≒404,000円

新型コロナウイルス感染症拡大及び物価
高騰の影響を大きく受けた町内私立保育
施設等に支給を実施したことで、安定した
施設運営による児童の教育・保育を確保す
る一助となった。

補助金支給率
光熱費　223/223×100＝100％
食材費　215/223×100＝96.4％
※計画申請時の対象保育施設定員数に誤
り有　正：223人　誤：225人
※食材費について、認可外保育施設1件が
補助要件の対象外となり上記の支給率と
なった。

28
高校生等生活
応援支援金支
給事業

2.経済対策及
び生活支援

①新型コロナウイルス感染症拡大及び物価高騰の影響を受けて
いる高校生等に対し給付金を支給し、生活費の負担軽減を図
る。
②物価高騰の影響を受けている食費等生活費に給付金を充当
③給付金：対象者1,076名×10,000円＝10,760,000円、郵送料：
1,076通×84円＝90,384円
【財源内訳】
　臨時交付金4,377千円、一財6,474千円充当
④町内在住の高校生等

対象世帯の受
給件数100％

健康子
育て課

R4.12.16 R5.2.28 10,485,116 10,485,116 0 10,485,116 0 0

新型コロナウイルス感染症拡大及び物価
高騰の影響を受けている高校生等に対し、
生活費の負担軽減を図るため、給付金を
支給した。
【支給実績】
　給付金支給額
　1,044件×10,000円＝10,440,000円
　通知等郵送料
　572件（世帯）×73円＝41,756円
　未申請者再通知
　40件（世帯）×84円＝3,360円

町独自で新型コロナウイルス等の影響を受
けている高校生等に給付金を支給したこと
で、生活の一助となった。

【給付金支給率】
　99.6％（1,044人/1,048人）
　未申請　4人

【給付対象者実績】
　1,048人

29
医療機関物価
高騰対策支援
金給付事業

1.医療体制等
の確保

①新型コロナウイルス感染症拡大及び物価高騰の影響を受けた
医療機関に給付金を支給し負担軽減を図る。
②エネルギー価格高騰の影響を受けている町内医療機関に対
し、補助金を支出する事業費に充当
③600,000円（5施設×120,000円）
　　1施設120,000円＝前年同比平均　20,000円×6月分（10～3月
分)
④町内の診療所（医科及び歯科）

対象事業所5
施設

健康子
育て課

R5.1.5 R5.1.26 600,000 600,000 0 600,000 0 0

町内の医療機関に対し支援金を交付した。
【支出実績】
支援金　町内医療機関5か所×12万円＝
60万円

支援を行うことにより、新型コロナウイルス
感染症及び物価高騰の影響を受けた医療
機関の負担を軽減し、医療提供体制の維
持につながった。
【支給率】100％

30

下水道処理施
設電力価格高
騰対策支援事
業

5.その他

①コロナ禍において、エネルギー・食料品価格等の物価高騰の
影響を受けている町の下水道処理施設に対して本交付金（重点
交付金）を充当することで事業経費等の負担軽減を図る。
②下水道特別会計に対する一般会計からの繰出金の一部に充
当
③(R4年度電気料単価×R3年度実績使用量)による電気料支払
見込額-R3年度電気料支払実績額＝3,600,000円
④対象施設：横瀬町水質管理センター、町内MP場

下水道処理施
設維持管理費
の負担軽減を
図ることに加
え、一般会計
繰出側の負担
軽減を図る。
・繰出金に対
する特定財源
充当額
　0円→3,600
千円

建設課 R4.4.1 R5.3.23 3,040,594 3,040,594 0 3,040,594 0 0

下水道処理施設にかかる電気料金の高騰
により維持管理費増加の影響を受けている
下水道事業に対する一般会計繰出金の一
部に充当し、負担軽減を行った。

【支出実績】
下水道特別会計に対する繰出金にかかる
特定財源充当額：3,040千円

一般会計繰出金の財源の一部とすることに
より下水道事業および一般会計の負担軽
減を図ることができた。
特定財源充当額　0円→3,040千円

31

新型コロナウイ
ルス感染症自
宅療養者生活
支援事業

2.経済対策及
び生活支援

①新型コロナウイルス感染症感染拡大防止及び新型コロナウイ
ルス陽性者となり自宅で療養している方の生活支援のため、自
宅療養者に対して生活支援物資（食料、生活必需品等）を配付す
る。述べ589人に配付。
②生活支援物資購入費
③消耗品費（トイレットペーパー、除菌ウェットティッシュ等）：
998,969円
　食糧費（保存食、飲料等）：303,564円
④横瀬町

支援物資配付
人数：500人

健康子
育て課

R4.4.11 R4.12.20 1,302,638 1,302,638 0 1,302,638 0 0

新型コロナウイルス自宅療養者延べ589人
に対して生活支援物資（食料、生活必需品
等）を配付した。
【支出実績】
　消耗品費（トイレットペーパー、除菌ウェッ
トティッシュ等）：998,969円
　食糧費（保存食、飲料等）：303,564円

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止
及び新型コロナウイルス陽性者となり自宅
で療養している方の生活支援・不安の解消
の一助となった。
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32
妊娠出産子育
て支援交付金

2.経済対策及
び生活支援

①コロナ禍において、婚姻件数及び出生数が減少傾向であり、少
子化・核家族化が進み、地域のつながりが希薄となる中で、孤立
感や不安感を抱く、妊婦・子育て家庭が安心して出産・子育てが
できる環境整備を行うため、妊娠期から出産・子育てまで一貫し
て相談に応じ、様々なニーズを即した支援につなぐ伴走型相談支
援と経済的支援を実施する。
②出産応援金（出産応援ギフト：妊娠届出時５万円）、子育て応
援金（子育て応援ギフト：出産届出後５万円）
③5,050,000円
　※内訳　出産応援金（63人×50,000円）、子育て応援金（38人
×50,000円）
【財源内訳】
　臨時交付金842千円、国庫支出金3,367千円、県支出金841千
円充当
④出産応援金：R4.4～R5.1出生届出者　29人
　　　　　　　　　　事業開始日前出生届出済者　24人
　　　　　　　　　　事業開始日以降妊娠届出見込　10人　計63人
　子育て応援金：R4.4～R5.1出生届出者　29人
　　　　　　　　　　　事業開始日～R5.3出生見込　9人　計38人

伴走型相談支
援：面談、アン
ケート回収率
100％
経済的支援：
出産・子育て
応援金支給率
100％

健康子
育て課

R5.2.15 R5.3.23 4,262,198 4,262,198 2,878,000 668,198 0 716,000

妊娠期から出産・子育てまで一貫して相談
に応じ、様々なニーズを即した支援につな
ぐ伴走型相談支援と経済的支援を実施し
た。

【支出実績】
①出産応援ギフト：50,000円×57人
　子育て応援ギフト：50,000円×29人
③事業実施案内通知・アンケート郵送料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12,198円

孤立感や不安感を抱く、妊婦・子育て家庭
が安心して出産・子育てができる環境整備
に寄与した。

面談実施、アンケート回収率：100％
応援金支給率：100％

33
住宅環境改善
促進補助事業

2.経済対策及
び生活支援

①エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者
を支援するため、家庭におけるエネルギー費用負担を軽減する
ための省エネ改修等に対する費用を補助する。
②省エネルギー改修に係る費用の一部を補助
③省エネ改修補助金　29件　2,900,000円
④町内居住者

申請交付件
数：25件

振興課 R4.4.1 R5.3.7 3,539,000 3,539,000 0 3,539,000 0 0

交付申請件数：33件

補助対象工事：51件
・開口部の断熱性能を高める工事：9件
1,551,000円
・壁・屋根・天井・床の断熱性能を高める工
事：7件　　446,000円
・太陽光発電システム設置工事：5件
236,000円
・蓄電システム設置工事：8件　400,000円
・エコキュート設置工事：19件　870,000円
・エコジョーズ設置工事：1件　20,000円
・HEMS設置工事：2件　16,000円

※申請件数と工事件数の差は1件の申請
で複数の対象工事を実施したためです。

既存住宅の省エネルギー改修に要した一
部の費用を補助金交付することによりエネ
ルギー負担の軽減、クリーンエネルギーの
普及を図った。
令和3年度と比較し、交付申請件数は12
件、交付金額は2,438,000円の増額。
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